
栗
山
町
の
姉
妹
都
市
、
宮

城
県
角
田
市
。
昭
和
53

年
8
月
26
日
、
当
時

の
則
武
基
雄
栗
山
町
長
、
三さ

ん
も
ん
じ

文
字

正
次
角
田
市
長
に
よ
っ
て
姉
妹
都

市
協
定
が
結
ば
れ
、
今
年
で
35
年

に
な
る
。

　

角
田
市
は
宮
城
県
の
南
部
、
仙

台
市
か
ら
南
に
約
40
㌔
に
位
置

し
、
7
割
を
農
用
地
と
森
林
が

占
め
る
。
角
田
市
か
ら
仙
台
空
港

ま
で
は
車
で
約
50
分
、
太
平
洋
沿

岸
へ
は
車
で
20
分
ほ
ど
。

　

平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生

し
た
大
地
震
で
は
東
北
地
方
を
中

心
に
大
き
な
被
害
が
で
た
。
角
田

市
は
内
陸
の
た
め
津
波
の
被
害

は
な
か
っ
た
が
、
隣
接
す
る
山

元
町
と
亘わ

た
り理
町
で
は
あ
わ
せ
て

9
0
0
人
を
超
え
る
方
が
亡
く

な
っ
た
。
し
か
し
、
津
波
の
影
響

が
な
い
と
は
い
え
、
震
度
6
弱

の
地
震
被
害
は
甚
大
だ
っ
た
。

　

大
地
震
の
発
生
か
ら
、
2
年

4
カ
月
。
時
が
た
ち
、
す
で
に

落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
い
た
角

田
市
。
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
苦

労
が
あ
っ
た
の
か
。
辛
い
経
験
か

ら
得
ら
れ
た
も
の
と
は
。
震
災
を

経
験
し
た
姉
妹
都
市
に
聞
い
た
。

特
集   

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
て

当
時
の
状
況
を
、
角
田
市

役
所
の
防
災
担
当
に
聞

い
た
。
角
田
市
は
震
度

6
弱
の
地
震
に
襲
わ
れ
た
。
そ

し
て
電
気
・
電
話
・
水
道
な
ど
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
と
ま
っ

て
し
ま
っ
た
。
中
で
も
特
に
苦
労

し
た
の
は
ガ
ソ
リ
ン
だ
っ
た
と
い

う
。
角
田
市
は
仙
台
港
付
近
に
あ

る
貯
蔵
施
設
か
ら
石
油
が
供
給
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
施
設
が
津
波

の
影
響
を
ま
と
も
に
受
け
た
。
そ

れ
に
加
え
、
輸
送
す
る
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
も
流
さ
れ
流
通
が
ス

ト
ッ
プ
し
た
。
い
つ
ガ
ソ
リ
ン
の

流
通
が
再
開
す
る
か
わ
か
ら
な
い

た
め
、
市
内
に
あ
る
十
数
カ
所
の

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
内
、
３
カ

所
の
協
力
を
得
て
、
給
油
を
市
で

管
理
す
る
こ
と
に
し
た
。
緊
急
車

水道が市内全域で復旧す
るまでは 15 日間を要し
た。 自 衛 隊 や 6 県 14 市
の自治体が給水車で駆け
つけてくれ給水所を設置
することができた。

住宅以外にも倉庫など 481 棟
に被害が出た。

両
や
災
害
関
係
車
両
、
医
療
関
係

者
に
優
先
的
に
チ
ケ
ッ
ト
を
発
行

し
、
給
油
を
制
限
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
給
油
制
限
は
ガ
ソ
リ
ン
の

供
給
が
比
較
的
安
定
す
る
4
月

4
日
ま
で
続
い
た
。

地
震
に
よ
る
建
物
や
公
共

施
設
な
ど
の
被
害
も
甚

大
だ
っ
た
。
特
に
下
水

道
の
損
傷
が
激
し
く
約
30
億
円
の

被
害
が
出
た
。
今
年
度
、
復
旧
の

工
事
が
よ
う
や
く
完
了
す
る
見
込

み
だ
。

　

角
田
市
で
は
隣
町
の
山
元
町
と

亘
理
町
で
津
波
の
犠
牲
に
な
っ
た

9
0
0
人
以
上
の
遺
体
が
運
び

込
ま
れ
た
。
安
置
場
に
は
廃
校
に

な
っ
た
県
立
高
校
の
体
育
館
を
使

い
、
角
田
市
の
職
員
も
遺
体
運
搬

業
務
に
従
事
し
た
と
い
う
。

　

震
災
後
、
市
民
の
防
災
へ
の
関

心
や
自
助
や
共
助
の
意
識
が
否
応

な
く
高
ま
り
、
行
政
区
の
61
％
で

自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
た
。

こ
れ
か
ら
も
増
え
る
見
込
み
だ
。

角
田
市
で
は
震
災
の
教
訓
を
生
か

し
、
角
田
市
ら
し
い
防
災
計
画
を

新
た
に
作
り
直
し
て
い
る
。

震
災
で
得
た
教
訓
を
生
か
し
て

住宅被害
1192棟 一部損壊

（85.6％）
1,021棟

半壊

（9.1％）
109棟

大規模半壊
（4.1％）49棟

全壊
（1.2％）13棟

大
震
災
を
経
験
し
た
姉
妹
都
市

震 災 後 に 整 備 さ
れ た 防 災 無 線。
震 災 時 は 情 報 伝
達 手 段 が 限 ら れ
たという。
※ 震 災 後、 電 話
が復旧するまで 7
日間を要した。

種 類 被害規模 復 旧
電 気 市内全域 ３月 17 日 ※ 6 日後

電 話 市内全域 ３月 18 日 ※ 7 日後

水 道　
約 2,000 戸（隅東地区） ３月 12 日 ※翌日

約 8,500 戸（隅西地区） ３月 26 日 ※ 15 日後

下水道 延長 11,370 ｍ 平成 25 年度完了予定

公共施設
などの被害
約 50億円

道路・河川
・橋・公園など

学校・市民センター
・体育館・郷土資料館など

（4.4％）
約 2億 2千万円
その他 農業用水路

・揚水・農道など

（4.1％）
約 2億円

ライフラインの被害

人口　約 31,000 人（世帯数約 11,000）
面積　147.58㎢（栗山町 203.84㎢）
特徴　農業と工業で成り立つ田園

都市。国指定の重要文化財
が多く存在する歴史のまち

か

く

だ

特集

当 時 の 状 況 を 語
る 角 田 市 の 防 災
担当者
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Interview 角田市民の声
角田市に住む方にお話を聞いてきました。

角田市生まれ・角田市育ちの山
田さん。震災時、長男の央

ひ ろ き

稀く
んはまだ 5 カ月。ミルクやお
むつなどを家族で分担して買い
に行くのが大変だったといいま
す。放射線の問題では、食べ物
を全て手作りにしたり水をミネ
ラルウォーターにしたりと工夫
したそうですが、今では市役所
で放射線量をお知らせしてくれ
るので気にしなくなったそうで
す。子どもたちには自由に育っ
てほしいと願っていました。

毎
時
0
・
23
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
。
角
田
市

の
空
間
放
射
線
量
が
国

の
決
め
た
こ
の
基
準
値
を
超
え
、

平
成
23
年
12
月
28
日
に
『
汚
染
状

況
重
点
調
査
地
域
』
に
指
定
さ
れ

た
。
市
で
は
、
放
射
線
に
い
ち
早

く
対
応
す
る
た
め
、
放
射
線
対
策

室
を
設
置
し
た
。
市
は
放
射
線
量

の
測
定
や
除
染
作
業
を
進
め
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

ま
ず
は
学
校
な
ど
の
子
ど
も
た

ち
が
生
活
す
る
施
設
を
優
先
し
、

覆
土
す
る
方
法
や
土
の
表
面
を
削

り
取
る
方
法
で
除
染
し
た
。
削
り

取
っ
た
土
は
処
分
方
法
が
決
ま
っ

て
い
な
い
た
め
、
遮
水
シ
ー
ト
に

包
み
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
地
中
に
埋
め

て
覆
土
し
た
。
処
分
方
法
が
決
ま

り
し
だ
い
、
掘
り
返
し
て
運
ぶ
予

定
だ
が
め
ど
は
立
っ
て
い
な
い
。

今
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
下
に
汚
染
さ

れ
た
土
が
眠
っ
て
い
る
。

現
在
で
も
、
学
校
や
保
育

園
、
公
園
な
ど
40
施
設

を
毎
週
、
こ
の
ほ
か

に
も
市
内
を
1
㌔
四
方
に
区
切
り

1
4
0
カ
所
を
毎
月
測
定
し
て
い

る
。
除
染
作
業
の
効
果
や
時
間
が
経

過
し
た
こ
と
も
あ
り
、
市
全
体
の
平

5 カ月だった息子も 2歳に

均
空
間
放
射
線
量
は
基
準
値
を
下

回
っ
て
い
る
が
、
市
民
の
不
安
を
解

消
す
る
た
め
測
定
は
こ
れ
か
ら
も

続
く
。

　

ま
た
、
食
に
対
す
る
不
安
を
解

消
す
る
た
め
、
市
で
は
食
材
な
ど
を

中
心
と
し
た
持
ち
込
み
検
査
を
無

料
で
行
っ
て
い
る
。
約
5
百
万
円

か
け
て
放
射
能
測
定
装
置
を
導
入

し
た
。
し
い
た
け
な
ど
一
部
の
食
品

が
基
準
値
を
超
え
て
し
ま
っ
た
。

　

震
災
後
、
角
田
市
で
は
放
射
線

対
策
と
し
て
億
単
位
の
予
算
が
毎

年
計
上
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
目

に
見
え
な
い
市
民
の
不
安
を
取
り

除
く
た
め
こ
れ
ら
の
対
策
は
続
く
。

福島県南相馬市から避難してき
た高﨑さん。震災時は、妊娠 4
カ月で栞

か ん な

奈ちゃんはまだお腹の
中にいたそうです。南相馬市で
は産科の病院がまったく機能し
なくなってしまい、会津若松市
で出産。宮城県内で住居を探
し、角田市に住むことに決めま
した。しかし、仕事の都合でい
ずれは福島県に戻る予定だそう
です。子どもたちには健康で元
気に育ってほしいと願っていま
した。

健康で元気な子に育って

大
人
た
ち
が
不
安
で
何
を

し
て
よ
い
か
わ
か
ら

ず
、
う
ろ
た
え
て
い
た

中
で
も
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気

だ
っ
た
と
荒
校
長
は
い
う
。
そ
ん

な
中
、
子
ど
も
た
ち
の
『
元
気
』

は
地
域
の
元
気
に
つ
な
が
る
の
で

な
ん
と
か
し
て
守
り
た
い
と
考
え

た
。
し
か
し
放
射
線
の
問
題
が
大

き
な
壁
に
な
っ
た
。

　

特
に
修
学
旅
行
や
運
動
会
は
保

護
者
の
理
解
を
得
る
の
に
苦
労
し

た
と
い
う
。
修
学
旅
行
は
例
年
通

り
福
島
県
の
会
津
若
松
市
に
行
か

せ
て
や
り
た
か
っ
た
。
会
津
若
松

は
子
ど
も
た
ち
が
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
る
場
所
だ
っ
た
。
し
か

し
、
当
時
の
福
島
県
は
イ
メ
ー
ジ

が
と
て
も
悪
か
っ
た
た
め
、
自
ら

放
射
線
測
定
器
を
手
に
会
津
若
松

ま
で
3
回
の
下
見
に
行
っ
た
。

調
べ
た
放
射
線
量
を
保
護
者
に
知

ら
せ
た
り
、
宿
泊
先
で
使
う
食
材

を
確
認
し
て
安
全
な
食
品
に
変
え

て
も
ら
っ
た
り
と
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
に
努
め
た
。
結
果
、
子
ど

も
た
ち
は
会
津
若
松
に
修
学
旅
行

へ
行
く
事
が
で
き
た
と
荒
校
長
は

語
っ
た
。

　

震
災
後
、
角
田
小
学
校
に
は

29
人
の
子
ど
も
た
ち
が
避
難
の
た

め
転
入
し
て
き
た
。
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
福
島
県
か
ら
だ
っ
た
。
小
学

校
の
卒
業
を
機
に
戻
っ
て
い
く
子

や
、
そ
の
ま
ま
角
田
に
残
る
子
な

ど
さ
ま
ざ
ま
。
今
で
も
10
人
以
上

の
子
ど
も
た
ち
が
在
校
し
て
い

る
。

　

角
田
小
学
校
の
校
長
室
や
職
員

室
の
窓
か
ら
は
子
ど
も
た
ち
が
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
元
気
に
走
り
回
っ
て

い
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
。

見
え
な
い
不
安
か
ら
市
民
を
守
る

子
ど
も
た
ち
の
元
気
を
守
る 食 品 な ど の 放

射 線 量 を 無 料
で 測 定 し、 市
民 の 不 安 を 和
らげている。

角田小学校の校舎。
創立 139 年の伝統校。

山田　瞳さん（33）
　前：央

ひ ろ き

稀くん（2）
　中：隼

は や と

冬くん（1）
   ※ 3 子目を妊娠中

高﨑　里実さん（30）
　前：栞

か ん な

奈ちゃん（1）
   ※ 2 子目を妊娠中

特集

母 の

栗山中学校（2 年）
谷田　緑

みどり

さん
角田高校（1 年）

向
む か だ

田 遥
は る か

夏 さん
角田小学校（6 年）

渡 邊 海
か い と

飛 さん
角田小学校（6 年）

渡 会 流
り ゅ う が

雅 さん

角田市の子どもたち 30 人が栗山町を訪れ、『栗っ子』と一緒
になって夏の思い出をたくさん作りました。

栗 山 町 へ 来 る の は 2
回目。前に来た時に
仲良くなった友だち
が角田市に来てくれ
た時はうれしかった。
栗山の自然が大好き。

遠いところに住んで
いる子と友だちにな
れたことはすごいこ
とだと思う。たくさ
んの友達とこれから
もつながっていたい。

栗山町は初めて。仲
の良い友だちがたく
さんできてうれしい。
これからも手紙を書
いたりして交流を続
けたい。

仲良くなれるか不安
だったけど角田市の
友だちがたくさんで
きてよかった。今度
は僕が角田市に行っ
て友だちに会いたい。

のMemory

栗
山
町

栗
山
町

角
田
市

角
田
市

姉妹都市

市民の不安を解消するため
行っている放射線の対応策
を語る角田市の担当者

子どもたちの当時の
様子を語る
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Interview 角田市民の声
角田市に住む方にお話を聞いてきました。

7

大
地
震
か
ら
4
日
後
、

角
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
『
角
田
市
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
』
が
開
設

さ
れ
た
。
佐
藤
由
紀
子
さ
ん
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
そ
の
一

人
。
佐
藤
さ
ん
の
主
な
仕
事
は
避

難
所
の
清
掃
や
、
仮
住
居
と
し
て

使
う
空
き
家
の
清
掃
だ
。
一
緒
に

活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
メ
ン

バ
ー
に
は
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た

ち
が
い
た
。
子
ど
も
た
ち
は
友
だ

ち
同
士
で
声
を
掛
け
合
っ
て
ど
ん

ど
ん
増
え
、
集
ま
っ
た
子
ど
も
た

ち
は
文
句
も
言
わ
ず
に
辛
い
仕
事

を
や
り
遂
げ
て
い
っ
た
。
佐
藤
さ

ん
は
、「
近
頃
の
若
い
子
は
・・
と
、

若
い
子
に
対
し
て
偏
見
が
あ
っ
た

が
、
そ
れ
は
間
違
い
だ
っ
た
。
子

ど
も
た
ち
は
地
域
の
一
員
と
し
て

み
ん
な
に
元
気
と
勇
気
を
与
え
て

い
た
」
と
目
を
細
め
て
い
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

は
開
設
し
て
い
た
56
日

間
で
延
べ
8
2
9
人

も
の
参
加
が
あ
っ
た
。
中
に
は
勤

め
て
い
る
病
院
が
休
業
し
た
た

め
参
加
し
て
く
れ
た
看
護
師
や
、

困
っ
て
い
る
外
国
人
が
い
れ
ば
と

外
国
語
が
得
意
な
方
な
ど
も
参
加

し
て
く
れ
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
う

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
見
て
地
域

の
絆
が
再
び
生
ま
れ
て
き
た
と
手

ご
た
え
を
感
じ
た
と
い
う
。
中
で

も
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
は
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
っ
た
。
子
ど
も
た

ち
が
地
域
の
一
員
と
し
て
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
参
加
す
る
よ
う
に
ア

プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
く
こ
と
が
こ

れ
か
ら
の
課
題
だ
と
話
し
て
い
た
。

取
材
を
終
え
て

　

角
田
市
に
は
四し

ほ
う方

山
と
い
う

市
民
に
愛
さ
れ
て
い
る
見
晴
ら

し
の
良
い
山
が
あ
る
。
頂
上
か

ら
は
太
平
洋
沿
岸
が
眼
下
に
広

が
り
、
そ
こ
へ
行
く
と
角
田
市

民
に
と
っ
て
沿
岸
部
の
自
治
体

や
海
は
身
近
な
も
の
だ
と
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

復
興
が
進
め
ら
れ
て
い
る

中
、
角
田
市
で
は
新
た
な
問
題

が
広
が
っ
て
い
る
。
津
波
被
害

の
あ
っ
た
沿
岸
部
へ
大
量
の
土

砂
を
運
ぶ
た
め
、
国
交
省
・
林

野
庁
な
ど
の
大
型
ダ
ン
プ
が
頻

繁
に
行
き
交
い
、
道
路
の
舗
装

が
傷
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、

地
域
に
広
が
っ
た
大
き
な
絆

角田市の特産品『梅』の生産者の
岸浪俊一さん。岸浪さんは十数年
前、品質に自信があるのに値

ね

がつ
かない『梅の商品価値をいかに高
めるか』と考えたそうです。梅干
しや梅酒などに加工したり、イベ
ントを企画したりと、季節性・話
題性・社会性の３つの理念をもと
に取り組んだといいます。いまで
は角田市の梅は宮城県一といわれ
るほどに。ぜひ角田市の梅を食べ
てくださいと胸を張って言ってい
ました。

角田市で日本料理屋を営む
安斉信子さん。『ぜいご屋』
の『ぜいご』とは田舎料理
をさすそうです。大地震が
来たときは 10 日間も店を
開けられなかったといいま
す。それでも毎日来てくれ
る お 客 さ ん が い た そ う で
す。市で観光に力を入れて
くれているおかげで、たく
さんの観光客がくるように
なったと喜んでいました。

3 つの理念でまちを活性化 観光客がたくさん増えた

安斉信子さん岸浪俊一さん

角 田 市 か ら 津 波 被 害 の
あった沿岸部自治体に土
砂を運ぶダンプ。往来が
激しく舗装の破損が目立
つ。現在、角田市の土採
場は 7 カ所あるが、近く
11 カ所に増える見通し。
この状況は、テレビでも
取り上げられた。国から
の補助が望まれる。

地
域
に
住
む
子
ど
も
た
ち
は
登

下
校
が
危
険
な
た
め
ス
ク
ー
ル

バ
ス
で
の
登
校
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
た
。
直
接
の
津
波
被
害

か
ら
は
逃
れ
ら
れ
た
も
の
の
、

間
接
的
な
被
害
が
広
が
っ
て
い

た
。

　

角
田
小
学
校
を
訪
れ
た
際
、

震
災
か
ら
一
年
後
に
作
ら
れ
た

と
い
う
貴
重
な
文
集
を
い
た
だ

い
た
。
子
ど
も
た
ち
や
先
生
、

保
護
者
の
思
い
が
つ
づ
ら
れ
て

い
る
。
小
学
生
が
書
い
た
と
は

思
え
な
い
よ
う
な
生
々
し
い
も

の
や
、
辛
い
経
験
が
書
か
れ
て

い
た
。
一
方
で
、
保
護
者
か
ら

は
、
家
族
や
地
域
の
人
た
ち
の

存
在
の
大
き
さ
を
感
じ
ら
れ
る

も
の
が
多
く
あ
っ
た
。
震
災
と

い
う
危
機
に
直
面
し
た
時
、
人

が
一
番
に
求
め
た
の
は
『
人
』

だ
っ
た
よ
う
だ
。

　

誰
も
が
辛
い
時
、
そ
れ
で

も
「
自
分
に
は
何
が
で
き
る
の

か
」、
そ
う
考
え
行
動
し
た
人

た
ち
が
角
田
市
に
は
た
く
さ
ん

い
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
消

防
団
、
パ
ト
ロ
ー
ル
、
炊
き
出

し
・
・
。
そ
の
中
に
は
た
く
さ

ん
の
子
ど
も
た
ち
の
姿
も
あ
っ

た
。
子
ど
も
が
元
気
で
い
れ
ば

地
域
も
元
気
に
な
る
。
角
田
市

は
震
災
を
乗
り
越
え
、
明
る
い

未
来
が
待
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

株式会社  岸浪園 ぜいご屋 ふふ（日本料理屋）

特集

カルチャープラザ Eki

日 時

場 所

18：30 ～8月22日

宮城県角田市  大友喜助 市長講 師

町総務課（防災担当）72-1111問い合わせ

栗山町
角田市 は

入場
無料

町では、姉妹都市の宮城県角田市と災害時相互応援に関する協定
を締結します。
大規模災害に見舞われた際の支援を、お互いに進めやすくするこ
とや、両自治体の絆をより深めることが目的です。
協定の締結を記念し、くりやま防災講演会を開催します。
講演会では講師に大友喜助角田市長をお招きします。東日本大震
災を経験した角田市の状況や、東北地方の今、災害への備えの重
要性など貴重なお話をしていただきますのでぜひご来場ください。

～ ～

参加したボランティア
スタッフは老若男女さ
まざま。延べ 829 人が
参加した。避難所は 15
カ 所、 避 難 者 総 数 は 1
万 3 千人、角田市外か
らも 700 人を超えた。

ボランティアセンターの当時の様子
や、これからの課題を語ってくれた。

当時の様子を語るボラ
ンティアの佐藤さん
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